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コランバーグ発：コランバーグ図書館のロアマスターはウィルに、彼らの家系図に関する書物をカルナスで結成され、物議を醸

しているカルト「ヴォルの血」と共有する意向を発表しました。１２名のヴォルの血の僧侶がコランバーグ図書館における開架の

権利を持ち、同様に１２名のコランバーグ図書館の調査員がカルナスのアター市にあるヴォルの血のクリムゾン修道院で同様の権

利を得るとのことです。 
 
ロアマスターのフリアン・ザレックは、ヴォルの血は不気味な信仰を持っているが、そのカルトの持つ家系図に関する情報は、

コランバーグ図書館自身のさまざまな伝承に匹敵するものであると強調しました。「数多くの一族の歴史が、最終戦争によって破壊

されるか、失われてしまいました。」と、ザレックは語りました。「我々が所有しているコーヴェア大陸北部に住む貴族階級に関し

ての記録は限定的ですが、ヴォルの血は数世紀に渡る記録を所有しているのです。このような歴史的な機会を見逃すことはできま

せん。」 
 
ヴォルの血の信者は、死霊術やその他の芳しくない行動を行う傾向があるため、その信仰はカルナスでは合法ですが、ズィラー

ゴを含むその他の地域では禁じられています。ザレックはこのため、カルナスからやってくる僧侶がコランバーグに滞在する間は、

宗教の公的な儀式を行ったり、カルトの宣伝を行ったりすることを厳しく禁じられていると述べました。 
 
ザレックはさらに、この合意はコランバーグ図書館にかつて無い素晴らしい成功をもたらすだろうと述べました。「これまでヴォ

ルの血は、他者のいかなる調査のためであろうとも所有している伝説を明かすことはなかったのです。」彼は言いました。「この取

り決めによって、家系図に関する我々の情報は容易に２倍となるでしょう。」 
 
カルナスからやってくる僧侶は、約１月で到着することになっています。コランバーグ図書館の調査員は来週にも出発する予定

です。 
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